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【 は じ め に 】「 京 の こ だ わ り 畜 産 物 生 産 農 場 」登 録 制 度

は 、 徹 底 し た 衛 生 管 理 と 「 こ だ わ り の 飼 育 方 法 (基 準 6

項 目 )」に よ り 、安 心 で 安 全 な 畜 産 物 生 産 に 取 組 む 農 場

を 登 録 す る 制 度 で あ る 。【 登 録 実 績 】管 内 の 登 録 戸 数 は

2 1 戸 （ 乳 用 牛 3 戸 、 肉 用 牛 1 1 戸 、 豚 1 戸 、 採 卵 鶏 5

戸 、肉 用 鶏 1 戸 ）で 、府 内 登 録 戸 数 ( 4 0 戸 ) の 5 2 . 5 ％ を

占 め た 。管 内 飼 養 頭 羽 数 ベ ー ス の 登 録 率 は 採 卵 鶏 ( 9 5 . 7

％ )、肉 用 牛 ( 8 7 . 2 ％ )で 約 9 割 に 達 し 、こ だ わ り の 飼 育

方 法 に は 畜 舎 環 境 の 快 適 さ 、 環 境 美 化 、 6 次 化 な ど 農

場 の 独 自 性 が 見 ら れ た 。【 衛 生 指 導 】毎 年 、登 録 推 進 農

場 を 選 定 し 、 飼 養 衛 生 管 理 基 準 、 記 録 方 法 、 衛 生 管 理

プ ロ グ ラ ム の 改 善 等 を 重 点 と し た 。 指 導 実 績 は 申 請 中

6 戸 を 含 む 2 7 戸 を 対 象 に 延 べ 7 3 回 ( 2 . 7 回 ／ 戸 )実 施 し

た 。【 結 果 】飲 水 消 毒 方 法 や 医 薬 品 投 与 記 録 方 法 の 改 善 、

来 場 者 記 録 表 保 管 箱 の 設 置 な ど 、 合 計 1 8 戸 ( 6 6 . 7 ％ )

で 改 善 点 が 見 ら れ た 。 ま た 、 肉 用 鶏 １ 戸 で は 冬 季 の 死

亡 率 上 昇 が 課 題 で あ っ た が 、 登 録 を 契 機 に 継 続 的 な 鶏

舎 内 ア ン モ ニ ア 濃 度 測 定 と 適 切 な 換 気 の 実 践 に よ り 死

亡 率 の 低 下 が 見 ら れ た 。【 ま と め 】登 録 に 向 け た 頻 回 指

導 の 中 で 農 場 と の 対 話 に よ る 信 頼 関 係 が 構 築 さ れ 、 従

業 員 の 意 識 改 革 、 農 場 の 衛 生 管 理 レ ベ ル 向 上 に 繋 が っ

た 。 今 後 、 様 々 な Ｐ Ｒ 活 動 に よ る 知 名 度 向 上 、 畜 産 物

販 売 促 進 に 繋 げ て い き た い 。  


